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剣
　
例
　
研
　
究

　
　
　
　
七
〇
　
　
　
（
五
一
六
）

〔
國
際
私
法
　
一
〕

國
際
私
法
上
　
轟
藻
難
掌
噸
舗
）

　
〔
判
示
事
項
〕
　
一
、
認
知
の
訴
の
性
質
と
そ
の
許
容
性

　
二
、
日
本
人
を
母
と
す
る
子
が
死
亡
し
た
朝
鮮
人
を
父
と
し
て
検
察
官
に
封

し
て
提
起
し
た
認
知
の
訴
と
裁
到
灌
の
有
無

　
三
、
認
知
の
訴
と
法
例
の
適
用
の
有
無

　
〔
参
照
條
交
〕
　
法
例
八
條
・
一
八
條
、
民
法
七
八
七
條

　
〔
事
實
〕
　
口
本
人
で
あ
る
訴
外
A
は
、
昭
和
二
四
年
四
月
三
〇
日
か
ら
、
朝

鮮
人
で
あ
る
訴
外
亡
B
と
事
實
上
の
婚
姻
を
な
し
、
B
が
昭
和
二
八
年
一
一
月

一
八
日
死
亡
す
る
に
至
る
ま
で
同
棲
を
綾
け
、
昭
和
二
六
年
三
月
六
日
原
告
瓦

を
、
昭
和
二
八
年
五
月
二
五
日
原
告
凡
、
を
分
娩
し
た
。
從
つ
て
、
瓦
、
為
は
、

B
の
子
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
B
は
、
瓦
、
為
を
認
知
し
な
い
で
、
前
記
の
日

に
死
亡
し
た
の
で
、
瓦
、
L
、
は
、
検
察
官
を
被
告
と
し
て
、
瓦
、
濁
が
B
の
子

で
あ
る
こ
と
を
認
知
す
る
旨
の
講
求
に
及
ん
だ
。

　
〔
判
旨
〕
　
認
容
。

　
一
、
「
認
知
の
訴
は
、
原
告
と
原
告
が
そ
の
父
で
あ
る
と
主
張
す
る
者
と
の

間
に
、
父
と
子
と
云
ふ
事
實
關
係
が
現
に
存
在
す
る
と
云
ふ
事
賞
を
、
剣
決
に

よ
つ
て
確
定
す
る
こ
と
を
、
求
め
る
こ
と
を
そ
の
實
質
と
す
る
訴
で
あ
る
か

ら
、
－
…
確
認
の
訴
で
あ
る
。
」
「
事
實
上
の
父
子
關
係
は
、
そ
の
關
係
の
一
方

の
當
事
者
で
あ
る
子
が
生
存
し
て
居
る
以
上
、
そ
の
子
に
と
つ
て
は
、
現
在
の

事
實
關
係
と
し
て
存
在
し
て
居
る
か
ら
、
他
の
一
方
の
當
事
者
で
あ
る
父
が
死

亡
し
て
居
て
も
、
現
在
の
事
實
關
係
と
し
て
、
そ
の
確
定
を
求
め
得
る
と
解
す

べ
き
で
あ
る
。
從
つ
て
、
父
が
死
亡
し
て
居
て
も
、
子
か
ら
認
知
の
訴
を
提
起

し
得
る
。
」

　
二
、
　
「
事
實
上
の
父
子
關
係
は
、
そ
の
確
定
を
求
め
る
者
印
ち
原
告
側
に
、

一
方
的
に
、
之
を
確
定
し
得
る
。
蓋
し
、
事
實
上
の
父
子
關
係
は
、
相
互
關
係

で
あ
る
か
ら
、
一
方
に
、
そ
の
關
係
が
あ
る
と
さ
れ
れ
ば
、
當
然
、
他
方
に
も

そ
の
關
係
が
あ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
從
つ
て
、
原
告
に
目
本
國
の
主

穫
が
及
び
さ
え
す
れ
ば
、
日
本
國
の
裁
判
所
は
、
そ
の
裁
到
権
を
行
使
し
て
、

原
告
側
に
、
一
方
的
に
、
そ
の
確
定
を
爲
し
得
る
。
」
戸
籍
謄
本
お
よ
び
勾
、



為
法
定
代
理
人
尋
問
の
結
果
に
よ
る
と
、
「
瓦
、
」
、
は
日
本
人
で
あ
り
、
從
つ
て
、

日
本
國
の
主
灌
は
、
當
然
、
瓦
、
瓦
に
及
ぶ
か
ら
、
本
件
認
知
の
訴
に
つ
い
て

は
、
日
本
國
の
裁
判
所
に
そ
の
裁
判
灌
が
あ
る
。
而
し
て
、
日
本
國
の
裁
判
所

に
訴
を
提
起
し
た
以
上
、
日
本
國
の
訴
訟
法
に
從
ふ
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
瓦
、

濁
が
そ
の
父
で
あ
る
と
主
張
す
る
B
の
死
亡
後
に
於
て
、
検
事
を
被
告
と
し
て

提
起
し
た
瓦
、
濁
の
本
件
訴
は
適
法
で
あ
る
。
」

　
三
、
「
認
知
の
訴
は
、
…
…
確
認
の
訴
で
あ
つ
て
、
而
も
そ
の
確
認
の
封
象

は
、
父
子
關
係
の
存
在
す
る
と
云
ふ
事
實
の
確
定
で
あ
る
か
ら
、
實
髄
法
的
法

律
に
よ
つ
て
庭
理
す
べ
き
實
髄
關
係
は
存
在
し
な
い
。
從
つ
て
、
雫
の
實
驚
に

適
用
す
べ
き
法
律
選
澤
の
問
題
、
邸
ち
準
接
法
確
定
の
問
題
は
生
じ
な
い
。
故

に
本
件
に
つ
い
て
は
、
法
例
の
適
用
は
な
い
。
…
…
荷
、
民
法
第
七
八
七
條

は
、
認
知
の
訴
の
當
事
者
適
格
と
そ
の
訴
の
提
起
の
時
期
に
制
限
を
加
へ
た
規

定
で
あ
る
と
解
す
べ
ぎ
で
あ
る
か
ら
、
主
と
し
て
訴
訟
法
上
に
於
て
、
そ
の
意

義
を
有
し
、
從
つ
て
、
法
廷
地
法
と
し
て
、
認
知
の
訴
に
つ
い
て
、
當
然
、
・
て

の
適
用
が
あ
る
が
、
認
知
の
準
族
法
と
は
な
ら
な
い
と
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な

い
。
」
そ
こ
で
、
瓦
、
L
、
提
出
の
各
謹
族
を
綜
合
す
る
と
、
事
實
欄
に
記
載
し
た

事
實
が
認
め
ら
れ
、
「
瓦
、
為
は
、
B
の
子
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
推
定

を
覆
す
に
足
り
る
誰
族
は
一
も
存
し
な
い
。
」
そ
し
て
、
B
が
瓦
、
L
、
を
認
知
し

な
い
で
死
亡
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
「
且
、
そ
の
死
亡
の
日
か
ら
、
三
年
以
内

で
あ
る
昭
和
二
九
年
三
月
二
三
日
に
、
本
訴
が
提
起
さ
れ
た
こ
と
が
、
営
裁
到

所
に
顯
著
で
あ
る
か
ら
、
瓦
、
為
の
本
件
認
知
の
講
求
は
正
當
で
あ
る
。
」

　
〔
許
羅
〕
　
一
、
到
旨
の
第
一
鮎
は
、
い
か
な
る
黙
を
問
題
と
し
て
論
じ
て
い
る
の
か
、
文
言
の
み
か
ら
は
必
ず
し
も
明
か
で
な
い
。
本
件
に
お

け
る
訴
の
實
質
お
よ
び
そ
の
性
質
が
何
で
あ
る
か
は
、
國
際
私
法
上
、
日
本
の
現
行
法
に
則
し
て
い
え
ば
法
例
の
い
ず
れ
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る

べ
き
か
を
決
定
す
る
面
と
、
そ
の
訴
が
日
本
の
裁
到
所
で
訴
訟
要
件
を
充
た
す
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
べ
き
か
を
到
断
す
る
面
で
、
ま

ず
、
間
題
と
な
り
う
る
。
推
察
す
る
に
、
到
旨
の
第
一
黙
が
論
じ
て
い
る
の
は
、
こ
の
後
者
に
つ
い
て
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
面
で
間
題

を
考
え
る
な
ら
ば
、
到
旨
が
、
本
件
に
お
け
る
訴
は
、
父
子
關
係
が
存
在
す
る
と
い
う
事
實
の
確
定
を
實
質
と
す
る
が
、
こ
の
事
實
關
係
は
、
一

方
の
當
事
者
で
あ
る
子
が
生
存
す
る
限
り
、
現
在
の
事
實
關
係
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
な
お
確
認
の
訴
の
封
象
と
な
り
う
る
と

し
て
い
る
の
は
、
い
か
な
る
國
の
い
か
な
る
法
を
基
礎
と
し
て
論
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
到
旨
は
、
本
件
に
お
け
る
訴
を
確
認
の
訴
で
あ
る

と
し
、
附
随
的
に
、
「
確
認
の
訴
で
あ
れ
ば
、
確
認
の
利
盆
を
有
す
る
限
り
、
何
人
か
ら
で
も
、
訴
を
提
起
し
得
る
筈
で
あ
る
が
、
法
律
は
、
公

盆
上
の
見
地
か
ら
、
當
事
者
適
格
に
制
限
を
加
え
て
居
る
。
」
と
論
じ
、
或
は
ま
た
、
父
の
死
亡
後
も
子
か
ら
認
知
の
訴
を
提
起
し
う
る
と
し
て
、

　
　
　
　
剣
　
例
　
碑
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
　
　
　
（
五
一
七
）



　
　
　
剣
　
例
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
　
　
　
（
五
一
八
）

「
民
法
第
七
八
七
條
は
こ
の
理
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
公
盆
上
の
見
地
か
ら
、
訴
提
起
の
時
期
に
制
限
を
加
え
て
居
る
。
」
と
附
加
的

に
論
及
し
、
日
本
民
法
七
八
七
條
を
引
合
い
に
出
し
て
い
る
（
こ
の
考
え
方
は
判
旨
第
三
黙
に
明
瞭
で
あ
る
）
が
、
こ
れ
に
ょ
つ
て
、
到
旨
は
、
こ
の

間
題
を
、
日
本
民
法
を
基
礎
と
し
て
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
詐
さ
れ
る
な
ら
ば
、
到
旨
の
と
つ
た
態
度
は
間
違
つ
て
い
る

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
民
法
の
解
繹
問
題
と
し
て
も
、
彊
制
認
知
の
性
質
が
事
實
關
係
の
確
認
で
あ
る
か
ど
う
か
は
議
論
の
存
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
（
判
旨
は
、
「
父
の
死
亡
後
に
、
父
子
關
係
を
形
成
し
得
る
と
云
ふ
こ
と
は
事
實
に
反
す
る
し
、
又
、
當
事
者
の
一
方
が
死
亡
し
た
後
に
形
成
椹
を

行
使
し
得
る
と
云
ふ
こ
と
は
不
可
解
で
あ
る
。
」
と
し
て
、
形
成
の
訴
と
み
る
こ
と
に
反
封
し
て
い
る
。
民
法
學
読
上
、
昭
和
一
七
年
の
改
正
以
前
は
、
父
の
死
亡
後

に
お
け
る
認
知
は
認
め
ら
れ
ず
、
認
知
の
訴
は
、
意
思
表
示
を
求
め
る
訴
、
つ
ま
り
給
付
の
訴
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
一
七
年
の
改
正
に
よ
り
、
死
後
認
知

が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
が
現
行
七
八
七
條
に
受
け
縫
が
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
認
知
の
訴
を
形
成
の
訴
と
み
る
説
と
な
ら
ん
で
、
確
認
の
訴
と
み
る
読
も
可
能
と
な
つ

た
。
舟
橋
諄
一
「
中
川
善
之
助
責
任
編
集
・
註
繹
親
族
法
（
上
）
」
三
五
一
頁
は
、
認
知
の
訴
は
、
事
實
上
の
親
子
關
係
の
認
定
に
基
ぎ
、
剣
決
を
も
つ
て
は
じ
め
て
法

律
上
の
親
子
關
係
を
創
設
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
形
成
の
訴
と
解
し
た
い
と
さ
れ
る
。
我
妻
榮
・
立
石
芳
枝
「
親
族
法
・
相
績
法
」
〔
コ
ソ
メ
ン
タ
ー
ル
〕
一
八
八

ー
一
八
九
頁
は
、
強
制
認
知
は
意
思
主
義
か
ら
事
實
主
義
へ
の
架
橋
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
な
お
、
形
成
の
訴
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
要
當
で
あ
ろ
う
と
し
て
い

る
。
最
高
裁
判
所
も
形
成
の
訴
と
み
て
い
る
〔
昭
二
九
・
四
・
三
〇
第
二
小
法
廷
判
決
、
最
高
民
集
八
巻
四
號
八
六
一
頁
〕
。
こ
れ
に
封
し
、
中
川
善
之
助
「
親
族
法

下
巻
」
〔
現
代
法
學
全
書
〕
三
七
五
ー
三
七
七
頁
は
、
認
知
の
訴
を
認
知
の
意
思
表
示
を
求
め
る
給
付
の
訴
と
み
る
見
解
を
排
撃
す
る
意
圖
で
確
認
読
を
唱
え
ら
れ
る

が
、
こ
れ
は
、
訴
訟
法
技
術
上
、
形
成
読
を
排
斥
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
立
場
を
と
ら
れ
る
）
が
、
こ
れ
は
こ
こ
で
の
直
接
の
間
題
で
は
な
い
か
ら
論

じ
な
い
と
し
て
、
渉
外
的
要
素
を
含
む
本
件
に
お
け
る
よ
う
な
訴
が
、
事
實
關
係
、
或
は
法
律
關
係
の
確
定
を
實
質
と
す
る
か
、
法
律
關
係
の
形

成
を
實
質
と
す
る
か
、
ま
た
、
確
認
の
訴
で
あ
る
か
、
形
成
の
訴
で
あ
る
か
は
、
法
廷
地
で
あ
る
日
本
の
國
際
私
法
な
ら
び
に
國
際
民
事
訴
訟
法

に
照
ら
し
て
決
定
す
べ
き
事
柄
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
操
作
を
経
ず
に
結
論
に
到
達
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
。

　
二
、
現
在
の
段
階
に
お
い
て
は
と
い
う
留
保
づ
き
で
、
到
旨
に
賛
成
。
到
旨
は
、
ま
ず
、
「
事
實
上
の
父
子
關
係
は
、
そ
の
確
定
を
求
め
る
者

帥
ち
原
告
側
に
、
一
方
的
に
、
之
を
確
定
し
得
る
。
」
と
し
、
從
つ
て
、
「
原
告
に
日
本
國
の
主
穰
が
及
び
さ
え
す
れ
ば
、
日
本
國
の
裁
到
所
は
、



そ
の
裁
到
椹
を
行
使
し
て
、
原
告
側
に
、
】
方
的
に
、
そ
の
確
定
を
爲
し
得
る
。
」
と
し
て
い
る
。
　
つ
ま
り
、
到
旨
は
、
本
件
に
つ
き
日
本
の
裁

到
所
が
到
決
を
下
し
う
る
か
（
国
暮
o
。
呂
包
身
ロ
鴨
鴨
毛
巴
け
）
、
　
ま
た
到
決
を
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
（
国
μ
宏
9
9
身
ロ
鴨
嘗
ざ
辟
）
の
問
題
を
、

も
つ
ぱ
ら
日
本
の
主
椹
の
及
ぶ
範
園
と
い
う
基
準
を
も
つ
て
、
裁
到
構
（
O
Φ
艮
。
騨
菩
霞
ざ
筥
の
問
題
と
し
て
把
え
よ
う
と
す
る
（
當
事
者
の
一
方

が
日
本
人
で
あ
る
と
か
、
日
本
に
永
佳
す
る
と
か
い
う
場
合
の
渉
外
親
子
關
係
事
件
、
渉
外
離
婚
事
件
に
お
い
て
、
剣
決
は
、
し
ば
し
ば
、
こ
の
よ
う
な
態
度
を
と
つ

て
い
る
。
例
え
ば
、
剣
決
年
月
日
不
明
東
京
地
裁
剣
決
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
四
二
號
四
八
頁
、
國
際
私
法
關
係
事
件
裁
判
例
集
〔
以
下
、
國
際
私
法
例
集
と
略
す
〕
（
上
）

八
四
三
頁
に
お
け
る
目
本
在
佳
の
原
告
が
北
鮮
在
佳
の
北
鮮
人
を
被
告
と
し
て
提
起
し
た
親
子
關
係
不
存
在
確
認
請
求
事
件
て
は
、
原
告
と
被
告
と
が
形
式
上
親
子
關

係
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
結
果
被
告
は
相
手
方
と
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
に
日
本
の
主
椹
が
及
ば
な
く
と
も
原
告
に
日
本
の
主
椹
が
及
び
さ

え
す
れ
ば
〔
日
本
の
主
椹
が
及
ぶ
か
否
か
は
目
本
の
領
域
内
に
永
績
的
に
居
佳
す
る
と
い
う
具
腔
的
な
事
實
關
係
の
上
に
決
定
さ
れ
る
〕
、
目
本
の
裁
判
所
は
、
そ
の

訴
に
封
し
裁
剣
穫
を
行
使
し
う
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
離
婚
事
件
に
關
し
て
は
、
昭
三
一
・
二
　
一
五
横
濱
地
裁
判
決
、
下
級
民
集
七
巻
二
號
三
四
九
頁
、
ア
メ
リ

カ
人
で
あ
る
夫
と
目
本
人
で
あ
る
妻
の
離
婚
事
件
に
お
い
て
、
離
婚
は
人
の
身
分
に
つ
ぎ
重
大
な
關
係
を
俘
う
問
題
で
あ
る
か
ら
、
當
事
者
の
一
方
が
目
本
の
園
籍
を

有
す
る
限
り
、
目
本
の
裁
剣
所
は
當
該
訴
訟
に
つ
き
裁
判
椹
を
有
す
る
と
解
す
る
の
か
相
當
て
あ
る
と
し
、
同
檬
に
、
昭
…
一
丁
七
・
一
〇
東
京
地
裁
判
決
、
下
級
民

集
九
巻
七
號
二
一
六
一
頁
に
お
け
る
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
人
で
あ
る
夫
と
目
本
人
で
あ
る
妻
の
離
婚
事
件
に
お
い
て
も
、
原
告
は
現
に
日
本
の
國
籍
を
有
す
る
か
ら
、
被
告

の
住
所
が
日
本
に
あ
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
り
な
く
、
本
件
離
婚
に
つ
き
日
本
の
裁
判
所
は
裁
判
管
轄
椹
〔
裁
剣
椹
〕
を
有
す
る
と
し
て
い
る
）
。
こ
の
よ
5
な
到

旨
の
態
度
に
饗
し
て
は
、
國
際
私
法
學
者
は
、
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
、
反
封
の
表
示
を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
國
際
主
義
な
い
し
世
界
主
義
の

立
場
か
ら
、
渉
外
的
要
素
を
有
す
る
本
件
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
國
際
裁
到
管
轄
椹
（
甘
富
巨
昌
8
巴
Φ
N
葛
猷
民
幽
要
Φ
§
の
問
題
と
し
て
解
決

し
よ
う
と
す
る
（
O
臼
ご
辟
警
胃
ざ
さ
或
は
甘
鼠
旨
暮
一
8
毘
Φ
a
●
9
壁
“
一
一
9
Φ
N
拐
畠
昌
戯
ざ
詳
と
い
う
概
念
お
よ
び
用
語
に
つ
い
て
は
、
国
・
田
Φ
巳
Φ
ン

旨
言
旨
讐
一
自
巴
霧
圏
言
H
ゼ
岩
器
器
器
9
蔓
、
目
H
●
響
器
窪
魯
Φ
N
毎
醸
呂
蒔
富
詳
‘
ロ
儀
O
Φ
昆
9
審
冨
爵
Φ
容
へ
、
”
o
o
．
一
零
箒
参
照
）
。
さ
ら
に
い
い
か
え
る

な
ら
ば
、
こ
の
立
場
は
、
私
法
的
國
際
交
通
の
安
全
保
障
を
目
的
と
す
る
國
際
民
事
訴
訟
法
の
存
在
を
認
め
、
そ
れ
に
よ
つ
て
渉
外
事
件
に
お
け

る
裁
到
管
轄
構
の
分
配
を
行
お
う
と
す
る
立
場
で
あ
り
、
私
法
的
國
際
交
通
の
現
實
は
、
す
で
に
こ
の
よ
う
な
國
際
民
事
訴
訟
法
を
構
成
し
な
け
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れ
ば
な
ら
な
い
段
階
に
到
達
し
て
い
る
と
す
る
（
例
え
ば
、
池
原
季
雄
「
國
際
私
法
に
於
け
る
裁
剣
管
轄
椹
と
當
事
者
の
國
籍
（
二
・
完
）
」
國
際
法
外
交
雑
誌

四
八
巻
六
號
八
九
頁
参
照
。
本
件
に
つ
い
て
、
こ
の
立
場
か
ら
な
さ
れ
た
評
縄
、
山
田
瞭
一
「
國
際
私
法
上
に
お
け
る
『
認
知
の
訴
』
」
名
古
屋
大
學
法
政
論
集
四
巻

二
號
一
四
五
頁
以
下
が
あ
る
）
。
　
こ
の
よ
う
な
國
際
民
事
訴
訟
法
の
存
在
は
理
念
的
に
望
ま
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
す
で
に
こ
の
不

文
の
國
際
民
事
訴
訟
法
を
前
提
と
し
て
問
題
を
論
じ
る
こ
と
が
一
般
と
な
つ
て
い
る
が
、
な
お
こ
の
國
際
民
事
訴
訟
法
も
一
國
の
國
内
法
と
し
て

の
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
本
件
に
お
け
る
よ
う
に
問
題
の
父
子
關
係
の
一
方
の
営
事
者
で
あ
る
原
告
の
み
が
日
本
人
で
あ
り
日
本

に
居
住
し
て
い
る
が
、
他
方
は
日
本
人
で
は
な
く
す
で
に
死
亡
し
て
い
る
と
い
う
場
合
に
、
日
本
國
際
民
事
訴
訟
法
上
、
い
か
な
る
理
由
で
日
本

に
裁
到
管
轄
椹
を
認
め
う
る
か
が
必
ず
し
も
明
か
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
ぎ
、
國
際
民
事
訴
訟
法
の
存
在
と
な
ら
ん
で
、
一
國
主
構

に
基
く
考
慮
の
必
要
性
も
（
實
艦
法
で
あ
る
法
例
三
〇
條
の
公
序
規
定
と
手
績
法
上
類
似
の
機
能
を
螢
む
も
の
と
し
て
）
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な

わ
ち
、
日
本
の
裁
到
所
が
當
該
事
件
を
取
り
上
げ
う
る
た
め
に
は
、
被
告
お
よ
び
事
件
が
日
本
の
裁
到
穂
に
服
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
と

さ
れ
る
（
日
本
の
民
事
訴
訟
法
學
者
の
通
読
。
例
え
ば
兼
子
一
「
民
事
訴
訟
法
盟
系
」
一
五
〇
頁
参
照
）
が
、
本
件
に
お
け
る
よ
う
に
、
實
質
上
の
相
手
方

で
あ
る
B
が
日
本
人
で
な
く
す
で
に
死
亡
し
て
い
て
も
、
日
本
人
で
あ
る
原
告
瓦
、
凡
、
の
認
知
請
求
事
件
に
つ
い
て
は
、
封
物
的
に
日
本
の
裁
到

椹
が
及
び
、
と
く
に
＆
、
L
、
の
利
盆
保
護
の
た
め
、
検
察
官
を
被
告
と
し
て
提
起
し
た
訴
は
適
法
な
も
の
で
あ
る
と
老
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
到
旨

に
お
い
て
不
明
な
黙
は
、
到
旨
が
、
「
原
告
側
に
、
一
方
的
に
、
之
を
確
定
し
得
る
。
」
と
し
な
が
ら
、
「
蓋
し
、
事
實
上
の
父
子
關
係
は
、
相
互

關
係
で
あ
る
か
ら
、
】
方
に
、
そ
の
關
係
が
あ
る
と
さ
れ
れ
ば
、
當
然
、
他
方
に
も
そ
の
關
係
が
あ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
」
と
理
由
づ

け
を
し
て
い
る
の
は
い
か
な
る
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
瓦
、
瓦
は
B
の
子
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
B
は
瓦
、
瓦
の
父
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
意
味
で
、
一
方
に
そ
の
關
係
が
あ
る
と
さ
れ
れ
ば
當
然
他
方
に
も
そ
の
關
係
が
あ
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
極
く
當
り
前
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
何
の
理
由
づ
け
に
も
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
封
し
、
渇
、
瓦
と
B
と
が
互
い
に
子
で
あ
り
父

で
あ
る
こ
と
が
、
瓦
、
瓦
の
側
か
ら
も
、
ま
た
B
の
側
か
ら
も
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
な
ら
ば
、
國
際
民
事
訴
訟
法
上
、
日
本
の



裁
鋼
所
に
管
轄
穫
を
認
め
る
張
い
理
由
づ
け
に
な
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
關
係
は
、
到
旨
の
前
提
と
す
る
國
家
主
穂
の
原
則
か
ら
導
き
出
さ
れ
う

る
で
あ
ろ
う
か
。

　
三
、
到
旨
に
賛
成
で
き
な
い
（
山
田
・
前
掲
、
折
茂
豊
「
國
際
私
法
（
各
論
）
」
〔
法
律
學
全
集
〕
二
八
二
ー
二
八
三
頁
も
、
到
旨
に
不
賛
成
の
立
場
か
ら
批
評

を
加
え
て
い
る
）
。
到
旨
は
、
認
知
の
訴
は
、
父
子
關
係
の
存
在
と
い
う
事
實
の
確
定
を
實
質
と
す
る
訴
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
は
、
實
髄
法
の
適
用

を
み
る
べ
き
關
係
は
存
在
し
な
い
と
し
、
「
原
告
と
原
告
が
そ
の
父
で
あ
る
と
主
張
す
る
者
と
の
間
に
、
法
律
上
の
父
子
關
係
が
生
ず
る
の
は
、
鋼

決
に
よ
つ
て
、
父
子
關
係
が
あ
る
と
云
ふ
事
實
が
確
定
さ
れ
た
結
果
、
法
律
に
よ
つ
て
付
與
さ
れ
る
効
果
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
鋼
決
に
よ
る
事

實
確
定
の
法
律
上
の
効
果
に
過
ぎ
な
い
。
」
と
し
、
從
つ
て
、
準
撮
法
指
定
の
問
題
は
生
ぜ
ず
、
そ
の
た
め
に
す
る
法
例
の
適
用
の
必
要
は
な
い
と

す
る
（
親
子
關
係
事
件
に
關
し
、
同
檬
の
立
場
に
立
つ
判
決
が
み
ら
れ
る
。
前
娼
判
決
年
月
目
不
明
東
京
地
裁
到
決
で
は
、
親
子
關
係
不
存
在
確
認
の
訴
に
お
け
る

確
認
の
翼
象
は
、
〔
，
親
子
關
係
と
云
ふ
法
律
關
係
が
存
在
し
て
居
な
い
と
云
ふ
事
實
關
係
の
存
在
」
で
あ
つ
て
、
法
律
の
適
用
に
よ
つ
て
虎
理
さ
れ
る
べ
き
實
髄
は
な

い
か
ら
、
準
嫁
法
の
問
題
は
生
ぜ
ず
、
法
例
の
適
用
は
な
い
と
し
、
昭
二
九
・
八
・
二
六
東
京
地
裁
剣
決
、
家
裁
月
報
七
巻
九
號
五
九
頁
、
國
際
私
法
例
集
（
上
）
八

六
八
頁
に
お
け
る
親
子
關
係
存
在
確
認
事
件
に
お
い
て
は
、
特
別
な
理
由
づ
け
な
し
に
、
法
例
そ
の
他
の
法
を
適
用
す
る
こ
と
な
く
、
事
實
問
題
と
し
て
事
柄
を
虎
理

し
て
い
る
）
。
績
い
て
到
旨
は
、
認
知
の
訴
が
日
本
の
裁
鋼
所
に
提
起
さ
れ
た
以
上
、
認
知
の
實
質
お
よ
び
そ
の
訴
の
性
質
如
何
は
法
廷
地
で
あ
る

日
本
の
訴
訟
法
規
定
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
、
し
か
も
日
本
民
法
七
八
七
條
の
規
定
を
訴
訟
法
上
意
義
を
有
す
る
規
定
と
み
て
、

準
櫨
法
と
し
て
で
は
な
く
法
廷
地
法
と
し
て
當
然
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
考
え
方
は
、
次
の
二
つ
の
黙
で
誤
つ
て
い
る
。
ま

ず
、
日
本
の
實
質
法
を
例
に
と
つ
て
考
え
て
み
て
も
、
強
制
認
知
の
實
質
が
何
で
あ
る
か
は
、
實
髄
法
に
照
ら
し
て
み
て
明
か
と
な
る
こ
と
で
あ

っ
て
、
そ
こ
に
は
法
の
適
用
さ
れ
る
べ
き
關
係
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
り
（
強
制
認
知
が
事
實
上
の
親
子
關
係
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
事
實
上

の
親
子
關
係
の
確
定
に
基
い
て
法
律
關
係
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
か
は
、
法
、
つ
ま
り
民
法
七
八
七
條
の
解
繹
を
通
し
て
問
題
と
な
る
の
で
あ
り
、
法
の
適
用
を
み

ず
に
ア
プ
リ
オ
リ
に
事
實
關
係
の
確
認
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
）
、
渉
外
事
件
に
移
し
て
考
え
て
も
、
認
知
の
實
質
お
よ
び
そ
の
訴
が
到
旨
の
い
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う
よ
う
な
性
質
を
有
す
る
か
ど
う
か
は
、
準
嫁
法
を
適
用
し
て
後
確
定
す
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
た
め
に
衝
突
法
で
あ
る
法
例
に
よ
る
指
定
が
必

要
な
の
で
あ
る
。
次
に
、
民
法
七
八
七
條
は
、
強
制
認
知
の
許
否
、
そ
の
要
件
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
訴
訟
法
上
意
義
を
有
す
る
規
定
で

あ
る
以
前
に
、
ま
ず
實
艦
を
規
定
し
た
實
艦
法
規
定
で
あ
る
。
渉
外
事
件
に
日
本
民
法
七
八
七
條
が
適
用
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
準
豫
法
と

し
て
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
法
廷
地
訴
訟
法
と
し
て
適
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
到
旨
は
、
前
示
の
立
場
に
立
つ
て
、
「
認
知
の
訴

を
以
て
、
或
は
認
知
の
要
件
と
解
し
、
或
は
叉
、
認
知
の
方
式
と
解
し
て
、
そ
の
準
撮
法
を
、
法
例
第
一
八
條
、
又
は
第
八
條
に
よ
つ
て
定
め
よ

う
と
す
る
読
（
執
れ
も
國
際
私
法
學
読
上
の
有
力
説
）
が
あ
る
が
、
そ
れ
等
の
読
は
、
認
知
の
訴
の
本
質
に
關
す
る
考
へ
方
の
相
違
に
由
來
す
る
も
の

で
、
…
…
敦
れ
も
從
ふ
こ
と
を
得
べ
ぎ
読
で
は
な
い
。
」
と
論
じ
て
い
る
。
國
際
私
法
學
読
上
、
認
知
の
訴
を
認
知
の
方
式
と
解
し
、
準
嫁
法
と

し
て
法
例
八
條
の
適
用
を
認
め
る
読
が
お
そ
ら
く
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
す
で
に
山
田
教
授
が
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
（
珈
嘱
鳥
鋪
鵬
一
）

か
ら
、
と
く
に
ふ
れ
な
い
が
、
私
は
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
法
例
一
八
條
の
適
用
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
法
例
一
八
條
一

項
に
、
「
子
ノ
認
知
ノ
要
件
ハ
」
と
規
定
し
て
い
る
の
は
、
任
意
認
知
で
あ
る
と
彊
制
認
知
で
あ
る
と
を
間
わ
ず
お
よ
そ
認
知
の
詐
否
、
そ
の
成

立
要
件
に
つ
い
て
は
法
例
一
八
條
一
項
の
適
用
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
認
知
に
よ
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
婚
外
親
子
關
係
一
般
の
成
立
問
題

（
フ
ラ
ン
ス
民
法
お
よ
び
日
本
民
法
に
お
け
る
よ
う
な
認
知
主
義
を
と
る
法
制
に
封
し
て
、
ド
イ
ッ
民
法
に
お
け
る
よ
う
に
父
子
關
係
も
子
の
出
生
と
い
う
事
實
に
よ

つ
て
確
定
さ
れ
る
血
統
主
義
の
法
制
も
あ
る
〔
ド
イ
ッ
民
法
一
七
一
七
條
二
項
参
照
〕
。
法
例
は
、
こ
の
よ
う
な
異
つ
た
法
制
を
含
め
て
そ
の
上
に
立
つ
も
の
と
考
え

ら
れ
る
）
に
つ
い
て
は
同
條
の
適
用
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
（
日
本
國
際
私
法
學
者
の
通
説
。
例
え
ば
、
江
川
英
丈
「
國
際
私
法
」
〔
有
斐
閣
全
書
改

訂
版
〕
二
七
九
頁
、
久
保
岩
太
郎
「
親
子
」
國
際
私
法
講
座
二
巻
五
九
七
－
五
九
八
頁
、
實
方
正
雄
「
國
際
私
法
概
論
」
三
〇
九
頁
、
折
茂
豊
・
前
掲
二
七
七
頁
参

照
）
。
そ
し
て
、
こ
の
法
例
一
八
條
の
規
定
に
照
し
て
考
え
る
と
き
、
到
旨
の
第
一
顯
の
間
題
に
立
ち
鰭
つ
て
、
わ
が
國
國
際
私
法
お
よ
び
不
文

の
國
際
民
事
訴
訟
法
上
は
、
認
知
の
實
質
お
よ
び
そ
の
訴
の
性
質
は
、
極
く
大
ま
か
に
親
子
關
係
の
確
認
な
い
し
形
成
と
し
て
把
え
ら
れ
る
に
す

ぎ
ず
（
ド
イ
ッ
國
際
私
法
で
あ
る
民
法
施
行
法
は
、
實
質
法
で
あ
る
民
法
の
血
統
主
義
を
反
映
し
て
、
そ
の
一
二
條
で
事
實
上
の
父
子
關
係
に
基
い
て
「
父
ノ
私
生



子
二
封
ス
ル
扶
養
義
務
」
に
つ
い
て
の
み
規
定
す
る
。
そ
の
他
の
婚
外
子
、
父
間
の
法
律
關
係
の
準
縁
す
べ
ぎ
法
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
法
制

下
で
、
父
が
法
律
上
不
明
で
あ
れ
ば
、
父
子
關
係
確
認
の
訴
を
提
起
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
）
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
認
知
の
訴
は
適
法
な
も
の
と
認
め
ら

れ
る
が
、
進
ん
で
實
質
的
に
、
彊
制
認
知
の
性
質
如
何
、
許
容
性
、
そ
の
要
件
等
は
準
擦
實
質
法
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
本
件
を
渉
外
事
件
と
し
て
把
え
る
限
り
、
國
際
私
法
上
の
強
制
認
知
に
も
準
擦
法
決
定
の
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
法
例
一
八
條
が
適
用

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
到
旨
に
異
論
を
唱
え
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
到
旨
の
言
い
表
わ
そ
う
と
す
る
と
こ
ろ
を
筋
を
通
し
て
一
つ
の
立
場

に
組
み
立
て
る
な
ら
ば
、
本
件
を
渉
外
事
件
に
封
す
る
眼
で
把
え
る
の
で
は
な
く
、
日
本
の
國
内
事
件
に
類
す
る
も
の
と
し
て
み
る
方
が
素
直
で

は
な
か
ろ
う
か
。
と
い
う
の
ほ
、
日
本
人
で
あ
る
原
告
瓦
、
L
、
の
利
盆
保
護
の
見
地
か
ら
、
と
く
に
本
件
に
日
本
の
裁
到
樺
が
及
ぶ
も
の
と
さ

れ
、
死
亡
し
た
B
の
側
に
翼
す
る
効
果
の
如
何
は
問
題
外
と
し
て
、
も
つ
ぱ
ら
瓦
、
L
、
の
本
國
法
で
あ
り
法
廷
地
法
で
も
あ
る
日
本
法
の
全
面
的

な
支
配
を
認
め
る
（
こ
こ
で
は
民
法
七
八
七
條
も
も
ち
ろ
ん
適
用
さ
れ
る
）
と
い
う
立
場
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
認
知
の
効
力
も

B
の
本
國
法
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
瓦
、
券
本
國
法
墓
る
呆
楚
よ
る
べ
竈
の
暑
え
ら
れ
ゑ
講
灘
條
）
．
國
際
私
法
と
い
う
國

際
主
義
的
、
世
界
主
義
的
な
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
或
は
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
國
家
主
義
へ
の
退
歩
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
實
的
な
到
旨

の
立
場
を
貫
け
ば
、
こ
の
よ
）
な
理
論
構
成
が
で
き
る
し
、
ま
た
こ
の
立
場
を
否
定
し
き
る
こ
と
は
、
そ
う
簡
軍
で
は
な
い
藩
外
事
件
と
し
て
法

例
一
八
條
を
適
用
し
て
準
振
法
を
決
定
し
た
場
合
に
も
、
そ
の
準
橡
法
上
、
父
の
本
國
法
が
認
知
の
訴
を
認
め
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
法
例
三
〇
條
の
公
序
の
規
定
が

適
用
さ
れ
る
か
否
か
の
問
題
が
出
て
く
る
。
こ
の
馳
に
つ
い
て
は
、
折
茂
・
前
掲
二
八
一
ー
二
八
二
頁
が
詳
細
に
論
じ
、
久
保
・
前
掲
五
九
七
頁
、
實
方
・
前
掲
三
一

〇
1
三
一
一
頁
は
公
序
條
項
適
用
肯
定
説
、
江
川
・
前
掲
二
八
O
頁
は
否
定
読
を
と
つ
て
い
る
。
判
決
の
傾
向
と
し
て
は
、
昭
三
二
・
二
・
一
〇
東
京
地
裁
判
決
、
下

級
民
集
八
巻
二
號
三
四
〇
頁
、
判
例
時
報
一
〇
四
號
二
八
三
七
頁
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
ミ
ズ
ー
リ
州
生
れ
の
被
告
に
封
す
る
認
知
請
求
事
件
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
合

衆
國
ミ
ズ
：
リ
州
法
に
よ
れ
ば
強
制
認
知
を
許
す
規
定
が
な
い
が
、
認
知
の
訴
を
許
さ
な
い
こ
と
は
目
本
の
公
序
に
反
す
る
か
ら
、
法
例
三
〇
條
の
精
神
に
則
り
、
す

べ
て
日
本
國
民
法
を
適
用
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
〔
本
件
に
つ
い
て
は
控
訴
が
な
さ
れ
た
が
、
棄
却
さ
れ
た
。
昭
三
二
・
一
一
・
二
八
東
京
高
裁
剣
決
、
下
級
民
集
八

巻
一
一
號
二
二
〇
〇
頁
、
剣
例
タ
イ
ム
ズ
七
七
號
三
二
頁
、
國
際
私
法
例
集
（
上
）
九
三
〇
頁
〕
。
本
件
に
つ
い
て
は
、
山
田
鍍
一
「
強
制
認
知
を
認
め
な
い
ア
メ
リ
カ
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合
衆
國
ミ
ズ
；
リ
州
法
と
法
例
第
三
〇
條
の
適
用
の
有
無
」
亨
ユ
リ
ス
ト
一
六
三
號
六
六
－
六
七
頁
に
お
け
る
彊
制
認
知
の
問
題
は
國
内
的
公
序
で
は
あ
る
が
國
際
的

公
序
に
は
該
當
し
な
い
と
し
て
剣
旨
に
不
賛
成
の
立
揚
か
ら
す
る
批
詐
が
あ
る
。
ま
た
、
昭
三
二
・
七
二
一
二
東
京
地
裁
剣
決
、
ジ
ュ
リ
ス
ト
ニ
ニ
九
號
六
〇
頁
、
家

裁
月
報
九
巻
一
〇
號
三
五
頁
、
國
際
私
法
例
集
（
上
）
九
二
四
頁
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
テ
キ
サ
ス
州
生
れ
の
被
告
に
封
す
る
認
知
請
求
事
件
に
お
い
て
も
、
前
掲

の
剣
決
と
同
様
の
立
場
を
と
つ
て
い
る
。
離
婚
事
件
に
關
し
て
も
、
目
本
人
で
あ
る
妻
の
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ソ
人
で
あ
る
夫
に
封
す
る
離
婚
請
求
に
つ
い
て
の
前
掲
昭
三
三
．

七
・
一
〇
東
京
地
裁
判
決
に
お
い
て
は
、
法
例
一
六
條
を
適
用
し
た
結
果
、
夫
の
本
國
法
で
あ
る
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
法
は
離
婚
を
禁
止
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
日
本
の
私

法
法
規
の
根
本
観
念
に
著
し
く
反
し
、
法
例
三
〇
條
に
い
わ
ゆ
る
公
序
の
問
題
と
し
て
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ソ
法
の
適
用
は
排
除
さ
れ
、
こ
の
欠
敏
の
補
充
は
法
廷
地
法
で

あ
る
日
本
法
に
よ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
判
決
は
問
題
を
綿
密
に
論
じ
て
い
る
が
、
こ
の
問
題
鮎
に
つ
い
て
、
桑
田
三
郎
「
日
本
人
の
女
で
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
人
の
妻
と
な

つ
た
者
の
離
婚
の
適
用
法
規
」
剣
例
評
論
一
五
號
一
五
－
一
七
頁
は
比
較
法
的
考
察
を
め
ぐ
ら
し
な
が
ら
、
一
般
的
な
公
序
條
項
の
褒
動
な
い
し
内
國
人
保
護
の
た
め

に
す
る
配
分
的
適
用
主
義
の
援
用
に
反
封
し
、
「
人
間
性
の
留
保
條
項
」
と
し
て
の
公
序
を
理
由
と
し
て
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
法
の
適
用
を
排
除
す
べ
き
も
の
と
批
評
し

て
い
る
。
フ
ラ
ソ
ス
に
お
け
る
一
九
四
九
－
一
九
五
〇
年
の
國
際
私
法
草
案
三
四
條
に
よ
れ
ば
、
親
子
か
國
籍
を
異
に
す
る
場
合
、
認
知
の
訴
〔
父
の
捜
索
〕
は
主
と

し
て
子
の
利
盆
に
關
す
る
も
の
と
み
て
、
子
の
身
分
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
法
に
よ
る
。
但
し
、
父
母
も
し
く
は
子
の
い
ず
れ
か
一
方
が
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
つ
て
身
分
上

フ
ラ
ン
ス
法
に
服
す
る
と
き
は
、
フ
ラ
ソ
ス
法
に
よ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
剣
例
法
上
、
父
の
捜
索
を
許
す
フ
ラ
ン
ス
法
は
國
際
公
序
の
規

定
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
外
國
人
で
あ
る
婚
外
子
は
、
た
と
え
そ
の
本
國
法
が
無
制
限
に
父
の
捜
索
を
許
す
場
合
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
裁
剣
所
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン

ス
法
が
許
容
す
る
限
度
で
の
み
父
の
捜
索
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
）
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
一
國
の
立
場
か
ら
な
さ
れ
た
認
知
の
成
否
、
そ
の
効
力
が
、

い
ず
れ
の
國
に
お
い
て
も
、
と
り
わ
け
本
件
に
つ
い
て
い
え
ば
B
の
側
に
お
い
て
も
、
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
別
の
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
に
、

か
よ
う
に
し
て
生
じ
る
父
子
關
係
の
片
面
性
の
間
題
が
み
ら
れ
る
（
離
婚
事
件
に
お
い
て
も
、
鍍
行
婚
の
問
題
と
し
て
現
わ
れ
る
）
。
最
後
に
、
こ
の
よ

う
に
日
本
法
を
適
用
し
て
下
さ
れ
る
到
決
に
よ
り
片
面
的
に
な
さ
れ
る
彊
制
認
知
に
、
實
質
的
に
（
瓦
、
L
、
は
B
の
子
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
以
外
に
）

い
か
な
る
利
盆
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
相
績
或
は
扶
養
の
問
題
が
現
實
の
問
題
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
別
個
の
規
制
に
服
す
べ
き

で
あ
り
、
そ
の
面
で
こ
の
認
知
の
効
力
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
は
望
み
難
い
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
林
脇
ト
シ
子
）


